研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　認知症共同生活住居G　　職　種　介護福祉士　　氏　名  嶋脇澄美

	期　　間　　平成21年　  11月　25日　

	出張目的    平成21年度事業「研究（事例）発表会」および「グループワーク研修会」

	出 張 先    八戸市福祉公民館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

入居者様の反応の違いや状態など些細なことも見逃さず、変化にいち早く気付き、環境や対応を考えていくことの大切さを今回の研修では多く学ぶ機会となりました。看取りの件などこれから多くなっていくなかで多くの課題がみられますが、入居者や家族、もちろん職員にも少しでも負担にならない方法を考えていく場を作っていけたらと思います。そのためにも、入居者様を観察し、コミュニケーションをとっていくことで本人の本心を聞ける人物になっていきたいと思います。

　今回の研修では、座長がアセスメント（情報収集）の取り方をいろんなケースの話を交えながら何度も話されていました。私はよく、本人に聞く前に他職員やご家族へ聞くことがありましたが、そうではなく本人に一番に聞くことで、本人が望むケアに近づくことになることを感じることができました。




演題①おしっこば、ちゃんとトイレでしたい～尿取りパット使用量を減らす為の取り組み～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループホームふくち

課題：経済的に裕福ではない入居者様の「若いころは洋服を毎月買いに行った」「時々でいいから買い

　　　に行きたい」「お金を節約したい」「おしっこばちゃんとトイレでしたい」などの訴えから尿取り

　　　パットを減らすことで金銭的な負担を減らし買い物へ繋げていく

方法：・トイレ使用回数、失禁状況の把握

　　　・トイレ使用時尿量など本人に聞き記録する

方法からわかったことに対するアセスメント

①尿失禁の種類⇒トイレに行くまでに時間がかかり失禁してしまう

②視力低下による行動制限⇒「目が見えなくて時間ばりかかる」

③水分摂取量

④両足の疼痛・下肢筋力の低下

アセスメント後の取り組みと結果

　失禁種類の把握（事例利用者は４つ）をし、それぞれに対し、眼科受診やトイレまでの距離を短くするなどの対応することで、視力の状態が把握できたことでトイレまでの動作改善（ポータブルを使用することで距離を短くする）や処方薬変更により導尿量が少しずつ減ってきた。

考察

当グループホーム入居者様には演台①の様な課題はみられていないも、同じような課題が出た際、ご家族の協力体制など多くの問題があることを考えさせられました。失禁の種類把握をするまでにも該当入居者様に聞くとあったが、職員との信頼関係や介護度により返答が変わってくる事からも今回の課題はとても難しいものだと感じました。また、座長よりアドバイスが出ていた「マイナス面からのアセスメント」ではなく「プラス面のアセスメント」にするという、視点を変えてみる方法というものは、入居者の自尊心を傷つけることはなく更に入居者が持っている能力を活かすという点においてもとても大事なことであると感じました。

演題②あなたに寄り添い続けるために～苑内記録を変更しての一考察～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループホームむつ湊苑

課題：ケアサービスの立証の経過録ではなく気付きなどの収集を目的とした経過録にしたい

　　　記録に時間を掛けるのではなく入居者との時間を増やしたい

　　　無駄な記録があるのではないか

方法：管理者からアドバイスをもらい、更に厚生労働省が出している福祉サービスリスクマネジメント

　　　に関する取り組み指針を参考に経過録用紙を大幅に改善する

結果：スタッフより要点をまとめて書く事で時間短縮につながった。入居者の言動に注意して観察

　　　し記録することで振り返りがしやくすなった。以上の意見などから入居者への対応方法が変わり、

　　　個々にあったケアができるようになった。

考察

　経過録への記録方法は当施設にも同じような問題は見られていると思います。当施設でも何度か経過録用紙を変更はしています。ですが、今回の発表した施設からも出ていたが利用者の声や入居者の言動から介護者が気付いたことを書くことはほとんどできていないのでないかと思われます。変更することも大事だと思いますが、現状態の経過録用紙で上記にあげたことを書いていけるような環境を作っていくことを検討していけたらと思います。

演題③盗られ妄想への対応と支援～環境が奪う主体性～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループホーム智水寮

課題：躁うつ病であり被害妄想のため、他入居者や職員に対し暴言・暴力行為が度々みられていた。ま

　　　た、特定の職員に対し名指しで「金を盗まれた」との訴えが頻繁にいられている方に対し、環境

　　　面とこミュニケーション面を見直しをおこなった。

方法と結果：①本人が必要なときに希望金額を渡す。

　　　　　　訴え状況、回数ともに改善みられず。⇒金銭管理に焦点をあてる

　　　　　　②小遣い長を活用し所持金や使用用途を確認できるよにする

　　　　　　訴えの回数が減少（２０回程度から最高でも２回程度）

　　　　　　③職員との関係性に注目した取り組み

　　　　　　方法①②で環境を改善したことで職員との一方的な関わりが解消できた

考察

　今回のケースを聞き、事例のように暴言・暴力はみられないも手元にお金がない、家族に盗られたなど泣きながら訴えられる方に対しての対応を考える機会になりました。当施設では現在ご本人で金銭管理をする方が少なく、また、金銭管理をしておられる方は現在は盗られ妄想にはいたっていません。このような状況もあってか訴えがある方に対し適切な改善方法を考えなければならないのではないのかと思います。座長の話にありましたが、なぜそのような訴えをするのかをカンファレンスを行いストレスにならない改善方法を考えていく必要があるのだと思います。

演題④看取りをおこなえなかった事例

グループホームほおずき

課題：超高齢化社会を迎え、グループホームでも見取りを行うケースが増えてきている。２例目の看取

　　　りを行う予定であった方が、最後まで行うことが出来なかった。それに対し、原因は何だったの

だろうか？

入所から看取りへの経過

　高齢に伴い、ADLの低下が見られ居室にて転倒。整形外科へ受診「オカルト骨折」と診断。転倒後より痛みと倦怠感の訴えみられ歩行困難になり、車椅子生活となる。その頃より食事摂取状況悪化し吐き出すなどの行為みられるようになる。食事摂取量低下にともない体力的にも低下みられ主治医より余命宣告あり、家族同意後に看取りの運びになる。余命宣告受けてから大声で叫ぶなどの行為あり他者より苦情、不穏状態みられるようになる。主治医に相談し服薬調整するも効果みられない。他者の状態悪化などのを考慮し家族と施設側で相談し、他施設へ転移となる。退所の次の日亡くなった事を新聞で認識する。

考察

　当施設では、現在看取りは行っていませんが、看取りへの考え方や対応についてを学ぶことが出来ました。看取りをするとなった際にも安易に看取りとしていいのかなど大きな課題ができるのではないかと思いました。入居者によっては演台にもあがっているように他者へ負担がいってしまう場合や本人は家族に看取って欲しいと希望を持たれる方などさまざまな状況が考えられます。どの状況になっても介護者として入居者様が望む終末期を考えていかなければならないと考えさせられたと同時に、ご家族への負担や周りへの負担の軽減などグループホームとして課題が多い問題なのだと思いました。

演題⑤食事の介助について～自分でおいしく食べる為に～

グループホームこもれびの家

課題：自分で食事をすると窒息する危険がある方に対し、いかに自分らしく楽しい食事ができるように

　　　なるか

方法と結果：一口づつ介助する。⇒「食べない」と部屋に戻られ、一口食べては戻るを繰り返す。自分

　　　　　　で摂取すると窒息危険あり。むせ込みの軽減もみられない

　　　　　　キザミ食・お粥にし、箸で少しづつすくってもらう。⇒「普通のご飯が食べたい」と希望

　　　　　　されるも医師との相談で継続。

　　　　　　事例の方には余計なこと。どうすれば入居者のペースで安全に食事ができるのか現在も試

　　　　　　行錯誤している。

考察

　今回の事例は介護者には身近な問題にあると思います。現に発表施設でも問題解決に到ってはいない状態であり、グループワークの意見を参考にしていきたいと考えていました。当施設では、給食性であり、トロミ食や極キザミなどで対応することが可能となっていますが、他グループホームでは当日にメニューを決め、介護者が作る形となっています。その状態での対応の難しさなどがあるのだと思いました。座長よりソフト食の研修などを進められていました。今回のケースで当施設では関係ないと考えるのではなく入居者の希望に答えるにはどの方法が一番適しているのか、介護方法の手順は適切であったのかなど個々にあった食事摂取環境を考えていきたいと思います。

演題⑥日々のケアから見えてきたもの

グループホームオーランド

課題：入居して１年たった頃より、妻・金銭に関する訴えが頻繁にみられ、他者からも苦情が聞かれる

　　　ようになった

経過：金銭の訴え時妻より「私が預かっている」と話されると安心された為、職員も同じ対応をする。

　　　また、財布に２千円を入れ所持してもらう。

　　　「２千円で何ができる」と訴えあり、おもちゃの紙幣を２０万円分渡す。また、妻を捜すことあ

　　　り、すぐに帰ってくることを伝える。

　　　お金が偽者だとわかり中止。結婚したことを忘れ妻が預かっていると話すも興奮状態になる。こ

　　　の頃より本人が思っている年齢が変わってくる。

　　　興奮状態になることあり、何を伝えたいのか考えがまとまらずスタッフの話も聞けなくなる。ス

　　　タッフから関わりを持つことで徐々に落ち着きが戻り、話をしてくださるようになる。

考察

　このケースの話を聞くことで、傾聴の大切さ・職員と入居者との信頼関係の大切さを痛感させられました。現在私個人の課題である、入居者様との距離を縮めることに対してもコミュニケーションをとらなければ話にはならず、今回の演題を聞くことで大切さを改めて学ぶことができました。“訴えが多い入居者”として今まで話半分で聞いていたことが多くありましたが、その時の対処法を重視するのではなく、入居者と話した内容・感情なども情報となり、個々にあったケアに近づけるということが改めて感じました。また、座長も話されていましたが「訴え＝不安」とするのではなく、アセスメントを何度も行い、落ち着いている状態の前に何を行っていたのかなどがわかることで訴えの軽減につながるのだということを考え今後のケアに繋げていきたいと思います。
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